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【第 1問】　タンパク質に関する次の文章を読み、以下の問い（問 1～問 4）に答えよ。
（解答番号　 1 － 10 ）

タンパク質は、（1）何種類ものアミノ酸が多数つながった大きな分子である。アミノ酸の
基本構造は、 1 つの炭素原子に対し、-NH2と表される（　ア　）、-COOH と表される

（　イ　）、水素原子、及び一般に -R と表される側鎖が結合したものである。このように、
アミノ酸は炭素、水素、酸素および窒素からなるが、メチオニンと（　ウ　）は硫黄を含
む。

アミノ酸同士が結合する場合、（　エ　）がはずれて、 1 つのアミノ酸の（　イ　）と
もう 1 つのアミノ酸の（　ア　）の間で -CO-NH- と表される（2）結合がおこる。タンパ
ク質は数十個から数千個ほどのアミノ酸が結合したポリペプチドであり、このアミノ酸の
配列のことをタンパク質の一次構造という。タンパク質の立体構造をみると、ポリペプチ
ドが部分的に特徴的な折りたたみのパターンをしていることがあり、これを二次構造とい
う。二次構造はおもに、ポリペプチドがらせん状の構造をした（　オ　）構造や、ポリペ
プチドが平行に並んだ（　カ　）構造がある。これらの二次構造は、ポリペプチド間の弱
い結合により安定化されている。タンパク質によっては 2 つの（　ウ　）の側鎖の間につ
くられる（3）結合によって構造が安定することもあり、この結合はタンパク質の三次構造
や（4）四次構造の形成に関与する。

問 1　文章中の空欄（ア）～（カ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑨のう
ちからそれぞれ一つずつ選べ。
ア　 1 　　イ　 2 　　ウ　 3 　　エ　 4 　　オ　 5 　　カ　 6

①　リン酸
②　グルコース
③　システイン
④　セリン
⑤　アミノ基
⑥　カルボキシ基
⑦　αヘリックス
⑧　βシート
⑨　水分子
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問 2　文章中の下線部（ 1 ）について、タンパク質を構成しているアミノ酸の種類は全部
で何種類か。最も適当なものを、次の①～⑨のうちから一つ選べ。　 7

①　 3
②　 6
③　 9
④　10
⑤　16
⑥　20
⑦　21
⑧　25
⑨　64

問 3　文章中の下線部（ 2 ）、（ 3 ）の結合の様式として最も適当なものを、次の①～⑦の
うちからそれぞれ一つずつ選べ。　（ 2 ）　 8 　　（ 3 ）　 9

①　ペプチド結合
②　水素結合
③　密着結合
④　固定結合
⑤　ジスルフィド結合（S-S 結合）
⑥　ギャップ結合
⑦　高エネルギーリン酸結合

問 4　文章中の下線部（ 4 ）のタンパク質の四次構造の説明として最も適当なものを、次
の①～⑤のうちから一つ選べ。　 10

①　独立した 1 本のポリペプチドが折りたたまれてつくられる立体構造のこと
②　複数のポリペプチドが組み合わさってつくられる立体構造のこと
③　タンパク質本来の立体構造が壊れ、タンパク質の性質が変化すること
④　変性によりタンパク質の機能が失われること
⑤　フォールディングによってタンパク質が立体構造をつくるとき、正しく折りたた

まれるように補助すること
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【第 2問】　遺伝子の発現に関する次の文章（A・B）を読み、以下の問い（問 1～問 6）
に答えよ。（解答番号　 11 － 20 ）

A　生命活動を行う上で欠かせないタンパク質は、生物の遺伝情報にもとづいてつくられ
ており、生物の遺伝情報からタンパク質が合成されることを「遺伝子が発現する」とい
う。遺伝子の発現は、まず、DNA から RNA が転写されることから始まる。遺伝子の転
写が始まる近くには（　ア　）と呼ばれる目印となる塩基配列が存在している。そこに

（　イ　）と呼ばれる酵素が結合することで転写が開始される。真核生物において、転写
された RNA は遺伝情報を含まない（　ウ　）という部分を含んでおり、これは

（　エ　）によって取り除かれる。通常、遺伝情報を含む（　オ　）は（　エ　）によっ
て順番につなげられる場合が多いが、特定の（　オ　）だけが選択されてつなげられるこ
ともある。これは選択的（　エ　）と呼ばれ、単一の遺伝子から複数のタンパク質をつく
り出すのに重要な役割を果たしている。

問 1　文章中の空欄（ア）、（イ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑨のうち
からそれぞれ一つずつ選べ。　ア　 11 　　イ　 12

①　DNA ポリメラーゼ
②　プライマー
③　逆転写酵素
④　オペレーター
⑤　RNA ポリメラーゼ
⑥　DNA リガーゼ
⑦　プロモーター
⑧　オペロン
⑨　リプレッサー
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問 2　文章中の空欄（ウ）～（オ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑨のう
ちからそれぞれ一つずつ選べ。　ウ　 13 　　エ　 14 　　オ　 15

①　ヒストン
②　組換え
③　複製
④　エキソン
⑤　DNA ヘリカーゼ
⑥　イントロン
⑦　プロモーター
⑧　オペレーター
⑨　スプライシング

問 3　遺伝子の発現に関する記述として最も適当なものを、次の①～⑨のうちから一つ選
べ。　 16

①　転写はセンス鎖とアンチセンス鎖の両方で起こる。
②　転写にはプライマーとなる RNA が必要である。
③　スプライシングは細胞質で起こる。
④　リボソーム RNA は翻訳の過程でアミノ酸をリボソームに運ぶ役割を担う。
⑤　原核生物の転写は核内で行われる。
⑥　セントラルドグマは原核生物にはあてはまらない。
⑦　RNA は 3’ → 5’ の方向に合成される。
⑧　リボソームは mRNA を 3’ → 5’ の方向に読み取っていく。
⑨　ある一部のウイルスは RNA を鋳型として DNA を合成することができる。
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問 4　ニーレンバーグらは、人工的に合成した RNA から合成されるポリペプチドを調べ
ることでコドンを解読した。そこで、ヒトとは異なるコドンをもつある架空の生物の
コドンを解読するために、特定の塩基配列をもつ人工 RNA を用いてニーレンバーグ
らと同様の 3 つの実験をおこなった。この実験に関する記述として最も適当なもの
を、次の①～⑨のうちから一つ選べ。ただし、この生物のコドンはトリプレットであ
り、このような人工的な実験条件下では、開始コドン以外からも翻訳が始まるものと
する。　 17

実験 1 ：A と U が交互に繰り返した人工 RNA からは、トリプトファンとバリンが交互
につながったポリペプチドが合成された。

実験 2 ：AUU が繰り返した人工 RNA からは、バリンのみからなるポリペプチド、グリ
シンのみからなるポリペプチド、アラニンのみからなるポリペプチドが合成された。

実験 3 ：AUUG が繰り返した人工 RNA からは、ロイシン - アルギニン - グルタミン酸 -
グリシンが繰り返したポリペプチドが合成された。

①　トリプトファンを指定するコドンは UAU である。
②　トリプトファンを指定するコドンは特定することができない。
③　バリンを指定するコドンは AUA である。
④　バリンを指定するコドンは AUU である。
⑤　アラニンを指定するコドンは AUU である。
⑥　アラニンを指定するコドンは特定することができない。
⑦　グリシンを指定するコドンは特定することができない。
⑧　グリシンを指定するコドンは UUA である。
⑨　グルタミン酸を指定するコドンは UUG である。
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B　紫外線や放射線、一部の薬剤などによって遺伝子の塩基配列に変化が生じることがあ
る。これを突然変異といい、突然変異は形質にさまざまな影響を及ぼすことがある。突然
変異は DNA の複製を通じて子孫へ伝わることがあり、その代表的な例としてかま状赤血
球症を引き起こす β- グロビン遺伝子の突然変異が知られている。かま状赤血球症では、
ヘモグロビンを構成する 2 種類のポリペプチドのうち、一方のポリペプチドをコードする
β- グロビン遺伝子に一塩基置換がみられる。これにより、ヘモグロビンの立体構造が変
化し、ヘモグロビンの酸素運搬機能が低下することで貧血が引き起こされる。図 1 は、正
常なヒトの β- グロビン遺伝子の mRNA の塩基配列である。図 1 の mRNA は翻訳に必要
な加工が施された後の完全な mRNA で、ここでは最初に出てくる開始コドンからのみ翻
訳されるものとする。図 2 は、変異したヒトの β- グロビン遺伝子の mRNA から翻訳さ
れた変異 β- グロビンのアミノ酸配列である。

塩基配列は10塩基ごとにスペースを入れて区切ってある。右の数字は、その行の最後の塩
基が最初の塩基から数えて何番目にあたるかを示している。AUGは開始コドンを示す。

ACAUUUGCUU CUGACACAAC UGUGUUCACU AGCAACCUCA AACAGACACC 50
AUGGUGCAUC UGACUCCUGA GGAGAAGUCU GCCGUUACUG CCCUGUGGGG 100
CAAGGUGAAC GUGGAUGAAG UUGGUGGUGA GGCCCUGGGC AGGCUGCUGG 150
UGGUCUACCC UUGGACCCAG AGGUUCUUUG AGUCCUUUGG GGAUCUGUCC 200
ACUCCUGAUG CUGUUAUGGG CAACCCUAAG GUGAAGGCUC AUGGCAAGAA 250
AGUGCUCGGU GCCUUUAGUG AUGGCCUGGC UCACCUGGAC AACCUCAAGG 300
GCACCUUUGC CACACUGAGU GAGCUGCACU GUGACAAGCU GCACGUGGAU 350
CCUGAGAACU UCAGGCUCCU GGGCAACGUG CUGGUCUGUG UGCUGGCCCA 400
UCACUUUGGC AAAGAAUUCA CCCCACCAGU GCAGGCUGCC UAUCAGAAAG 450
UGGUGGCUGG UGUGGCUAAU GCCCUGGCCC ACAAGUAUCA CUAAGCUCGC 500
UUUCUUGCUG UCCAAUUUCU AUUAAAGGUU CCUUUGUUCC CUAAGUCCAA 550
CUACUAAACU GGGGGAUAUU AUGAAGGGCC UUGAGCAUCU GGAUUCUGCC 600
UAAUAAAAAA CAUUUAUUUU CAUUGCAA

図 1
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アミノ酸は表中の一文字略号で示してあり、その配列は10アミノ酸ごとにスペースを入れ
て区切ってある。右の数字は、その行の最後のアミノ酸が最初のアミノ酸から数えて何番
目にあたるかを示している。＊はそこで翻訳が終了していることを示している。

MVHLTPVEKS AVTALWGKVN VDEVGGEALG RLLVVYPWTQ RFFESFGDLS 50
TPDAVMGNPK VKAHGKKVLG AFSDGLAHLD NLKGTFATLS ELHCDKLHVD 100
PENFRLLGNV LVCVLAHHFG KEFTPPVQAA YQKVVAGVAN ALAHKYH＊ 150

図 2

表

2 番目の塩基
U C A G

1 

番 

目 

の 

塩 

基

U UUU フェニルアラ
ニン（F）

UCU セリン（S） UAU チロシン（Y） UGU システイン（C） U 3 

番 

目 

の 

塩 

基

UUC UCC UAC UGC C
UUA ロイシン（L） UCA UAA 終止コドン UGA 終止コドン A
UUG UCG UAG UGG トリプトファン

（W）
G

C CUU ロイシン（L） CCU プロリン（P） CAU ヒスチジン
（H）

CGU アルギニン（R） U
CUC CCC CAC CGC C
CUA CCA CAA グルタミン

（Q）
CGA A

CUG CCG CAG CGG G
A AUU イソロイシン

（I）
ACU トレオニン

（T）
AAU アスパラギン

（N）
AGU セリン（S） U

AUC ACC AAC AGC C
AUA ACA AAA リシン（K） AGA アルギニン（R）A
AUG メチオニン

（M）
ACG AAG AGG G

G GUU バリン（V） GCU アラニン（A） GAU アスパラギン
酸（D）

GGU グリシン（G） U
GUC GCC GAC GGC C
GUA GCA GAA グルタミン酸

（E）
GGA A

GUG GCG GAG GGG G
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問 5　かま状赤血球症の患者では、図 1 の下線が引かれたアデニン（A）がある塩基に変
異している。かま状赤血球症の患者でみられる塩基の変異とその変異によって起こる
アミノ酸の変化の組み合わせとして最も適当なものを、図 2 のアミノ酸配列を参考に
して、次の①～⑨のうちから一つ選べ。　 18

変異後の塩基 変異前のアミノ酸 変異後のアミノ酸
① C グルタミン酸 システイン
② C アルギニン アラニン
③ C バリン アルギニン
④ G バリン グリシン
⑤ G アルギニン グリシン
⑥ G グルタミン酸 トリプトファン
⑦ U グルタミン酸 バリン
⑧ U アルギニン トリプトファン
⑨ U バリン システイン

問 6　突然変異に関する記述として誤っているものを、表を参考にして、次の①～⑦のう
ちから二つ選べ。　 19 　　 20 　（順不同）

①　図 1 の下線が引かれたアデニン（A）の右隣のグアニン（G）がアデニン（A）
に置換しても、タンパク質の構造は変わらない。

②　図 1 の下線が引かれたアデニン（A）が欠失したとき、翻訳されるタンパク質を
構成する最初のメチオニンから数えて10番目のアミノ酸はロイシンになる。

③　図 1 の下線が引かれたアデニン（A）の左隣のグアニン（G）がウラシル（U）
に置換しても、タンパク質を構成するアミノ酸は変わらない。

④　図 1 の下線が引かれたアデニン（A）がウラシル（U）に置換しても、タンパク
質を構成するアミノ酸の数は変わらない。

⑤　図 1 の下線が引かれたアデニン（A）がウラシル（U）に置換した場合、フレー
ムシフトが起きる。

⑥　突然変異が起こってもタンパク質の立体構造が変化しないことがある。
⑦　塩基の欠失・挿入によってコドンの読みわくがずれる突然変異をフレームシフト

突然変異という。
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【第 3問】　進化のしくみに関する次の文章を読み、以下の問い（問 1～問 4）に答えよ。
（解答番号　 21 － 30 ）

同じ種の生物であってもさまざまな形質において多くの個体差がみられる。同種の個体
間に見られる形質の違いを変異という。変異のうち、遺伝するものを遺伝的変異という。
遺伝的変異は突然変異によって生じる。突然変異には、DNA の塩基に起きる遺伝子突然
変異と、染色体の構造や数が変化する（1）染色体突然変異がある。突然変異は、体細胞と
生殖細胞のどちらでも起こる可能性があるが、生殖細胞に突然変異が生じた場合、その生
殖細胞を受け継いだ子は、親とは異なる遺伝情報をもつことになる。

ある地域に生息する同じ種の集団がもつ遺伝子全体を遺伝子プールという。遺伝子プー
ルの中には何種類かの対立遺伝子があり、それぞれの対立遺伝子が含まれている割合を、
その対立遺伝子の（2）遺伝子頻度という。生物の集団における遺伝子頻度と遺伝子型頻度
の関係には規則性があり、これから次世代の遺伝子頻度や遺伝子型頻度について考えるこ
とができる。ハーディ・ワインベルグの法則が成り立つ集団では、集団の遺伝子構成に変
化が生じず、進化は起こらない。しかし、実際には進化は起こるので、（3）ハーディ・ワイ
ンベルグの法則が成り立つための条件が、自然界では成立していないことになる。

繁殖集団における遺伝子構成の変化が進化の始まりであるが、遺伝子の変化には、形質
の変化を起こさないものから形態や生理的な変化を伴うもの、さらには交配を妨げて種を
分離するものまで、（4）さまざまである。
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問 1　文章中の下線部（ 1 ）に関する次の図は、染色体突然変異における染色体の変化を
示したものである。図の a～c に入る語句として最も適当なものを、以下の①～⑧の
うちからそれぞれ一つずつ選べ。　a　 21 　　b　 22 　　c　 23

図

正　常

a

A B C D E F G H

A B C D E F G H

A B C D E F G H

A B C D E F G H

F G H

b A D C B E F G H

A B C D E F G H

c A B C G H F D E

A B C D E F G H

※ A～H は相同染色体上の領域を示す。

①　置換
②　欠失
③　挿入
④　重複
⑤　逆位
⑥　転座
⑦　異数体
⑧　倍数体
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問 2　文章中の下線部（ 2 ）に関して、次の文章を読み、最も適当なものを、以下の①～
⑨のうちからそれぞれ一つずつ選べ。

　ある植物1500個体の集団がある。この植物のある遺伝子座について、対立遺伝子 A
と a の 2 種類があるとする。各個体の遺伝子型を調べたところ、遺伝子型 AA が900
個体、Aa が300個体、aa が300個体であった。このとき、この植物の対立遺伝子 A の
遺伝子頻度 p と対立遺伝子 a の遺伝子頻度 q をそれぞれ求めよ（p＋q＝ 1 ）。ただし、
同じものを繰り返し選んでもよい。
　遺伝子頻度 p　 24 　　遺伝子頻度 q　 25

①　0.1
②　0.2
③　0.3
④　0.4
⑤　0.5
⑥　0.6
⑦　0.7
⑧　0.8
⑨　0.9

問 3　文章中の下線部（ 3 ）に関して、この法則が成り立つための条件として誤っている
ものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。　 26

①　少数の同種の個体からなる。
②　すべての個体が自由に交配して子孫を残す。
③　突然変異が起こらない。
④　ほかの集団との間の遺伝子の流入・流出がない。
⑤　自然選択がはたらかない。
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問 4　文章中の下線部（ 4 ）に関して、小進化・共進化・異所的種分化・収れんの説明と
して最も適当なものを、次の①～⑨のうちからそれぞれ一つずつ選べ。
小進化　 27 　　共進化　 28 　　異所的種分化　 29 　　収れん　 30

①　地理的隔離によって分かれた集団に、生殖的隔離が起こって新種が形成されるこ
と

②　さまざまな変異をもつ個体からなる集団が、自然選択によって環境に適した形質
をもつ集団になること

③　新種の形成や種よりもさらに分類上隔たりの大きい生物群が生じること
④　種分化に至らない、集団内の遺伝子頻度や形質などの変化が生じること
⑤　生物が世代を経るに従って、DNA の塩基配列やタンパク質のアミノ酸配列など

が変化すること
⑥　複数の種が互いに生存や繁殖に影響を及ぼしあいながら進化すること
⑦　生存・繁殖に有利でも不利でもない遺伝的変異には、自然選択がはたらかず、遺

伝的浮動によって遺伝子頻度が変化して、集団内に広がっていくこと
⑧　異なるグループの生物が同じような環境に適応することで似た特徴をもつように

なること
⑨　自然選択によってではなく配偶行動によって、特定の遺伝的特徴が進化するしく

み



生－13

【第 4問】　生物の環境応答、および体内環境の維持に関する次の文章を読み、以下の問い
（問 1～問 4）に答えよ。（解答番号　 31 － 40 ）

体内環境は、自律神経系とホルモンのはたらきによって安定的に維持されており、これ
らのはたらきは、（　ア　）の視床下部によって調節されている。

自律神経には（1）交感神経と副交感神経の 2 種類がある。交感神経はすべて脊髄から出
て、副交感神経は、（　イ　）、（　ウ　）および脊髄の末端から出ている。

ホルモンは、内分泌腺と呼ばれる器官の細胞でつくられ、体液中に分泌され、血液循環
により全身をめぐり、特定の組織や器官にはたらきかける。

問 1　文章中の（ア）～（ウ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑥のうちか
らそれぞれ一つずつ選べ。　ア　 31 　　イ　 32 　　ウ　 33 　（イ・ウは順不同）

①　大脳
②　中脳
③　小脳
④　間脳
⑤　橋
⑥　延髄

問 2　文章中の下線部（ 1 ）の支配器官におけるはたらきの組み合わせとして最も適当な
ものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。　 34

支配器官
気管支 胃（ぜん動） 瞳孔

① 収縮 抑制 拡大
② 収縮 抑制 縮小
③ 収縮 促進 拡大
④ 拡張 促進 縮小
⑤ 拡張 抑制 拡大
⑥ 拡張 抑制 縮小
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問 3　図は、ヒトの内分泌腺を模式化したものである。次の（あ）、（い）の内分泌腺はど
れか。最も適当なものを次の①～⑦のうちからそれぞれ一つずつ選べ。
あ　 35 　　い　 36

図

（あ）

（い）

①　甲状腺
②　副甲状腺
③　脳下垂体前葉
④　脳下垂体後葉
⑤　すい臓（ランゲルハンス島）
⑥　副腎髄質
⑦　副腎皮質



生－15

問 4　図で示した（あ）、（い）の内分泌腺から分泌されるホルモンの名称を A 群から、
その主なはたらきとして最も適当なものを B 群から、それぞれ一つずつ選べ。
37 　　 38 　　 39 　　 40

ホルモンの名称 主なはたらき
あ 37 38
い 39 40

【A 群：ホルモンの名称】
①　バソプレシン
②　チロキシン
③　アドレナリン
④　糖質コルチコイド
⑤　鉱質コルチコイド
⑥　成長ホルモン
⑦　パラトルモン

【B 群：主なはたらき】
①　骨の発育やからだ全体の成長促進。タンパク質合成促進。血糖濃度上昇。
②　血圧上昇を促進。腎臓での水分の再吸収を促進。
③　血液中のカルシウムイオン濃度上昇。
④　グリコーゲンの分解を促進し、血糖濃度上昇。
⑤　腎臓でのナトリウムイオンの再吸収とカリウムイオンの排出を促進。
⑥　生体内の化学反応を促進。成長と分化を促進。
⑦　タンパク質からの糖の合成を促進し、血糖濃度上昇。
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【第 5問】　個体群と生物多様性に関する次の文章（A・B）を読み、以下の問い（問 1～
問 8）に答えよ。（解答番号　 41 － 50 ）

A　個体群において、単位面積や単位体積などの単位空間あたりの個体数を個体群密度と
いう。個体群密度の変化に伴い、個体群の性質が変化することを（　ア　）といい、ある
環境下で特定の種が存在できる最大の個体数を（　イ　）という。また、個体群密度の変
化によって、個体の形態や行動などが大きく変化する現象を（　ウ　）という。このよう
な個体群密度の測定方法には、（1）区画法と（2）標識再捕法がある。

個体群の個体数は、出生によって増加し、死亡によって減少する。発育とともに生存個
体数が減少していく様子を示したグラフを生存曲線という。（3）生存曲線は 3 つの型に区分
され、この型の違いは、さまざまな生態的な特徴と関係している。

問 1　文章中の空欄（ア）～（ウ）に入る語句の組み合わせとして最も適当なものを、次
の①～⑥のうちから一つ選べ。　 41

ア イ ウ
① 環境収容力 密度効果 相変異
② 環境収容力 個体群の成長 相変異
③ 密度効果 環境収容力 相変異
④ 密度効果 相変異 種内競争
⑤ 個体群の成長 相変異 環境収容力
⑥ 個体群の成長 環境収容力 種内競争

問 2　文章中の下線部（ 1 ）に関する記述として最も適当なものを、次の①～⑤のうちか
ら一つ選べ。　 42

①　区画法は、どのような分布においても全個体数 = 区間内の個体数×
　　で計算できる。
②　区画法は、ヒヌマイトトンボのような生息地域内を活発に移動することの多い動

物にも用いることができる。
③　区画法は、植物やフジツボなどの動かない生物の個体群に用いられる。
④　区画法にて測定する個体群密度は、場所による違いはない。
⑤　区画法では、全個体数を推定するために魚では胸びれや尻びれの一部をきる、ま

た昆虫などでは落ちにくい塗料で体の一部に印をつける。

生息地の面積
区画の面積
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問 3　次の表は、下線部（ 2 ）の方法を用いて、ある池にいる魚の全個体数を推定するた
めに捕獲した魚の個体数をまとめたものである。この池にいる魚を40個体捕獲し、そ
れぞれに標識をつけ、再び池に放した。数日後、同じ種類の魚を180個体捕獲したと
ころ、うち20個体が標識個体、160個体が未標識個体であった。この間、死亡したり
池に出入りしたりする個体はなく、標識個体と未標識個体が均一に混じり合ったとす
る。魚の全個体数を計算し、最も適当なものを、次の①～⑥のうちから一つ選べ。　
43

表

標識個体数
2 度目の捕獲個体数

標識個体数 未標識個体数
魚 40 20 160

①　 80
②　 90
③　100
④　220
⑤　360
⑥　440

問 4　文章中の下線部（ 3 ）の晩死型の特徴に関する記述として適当なものを、次の①～
⑥のうちから二つ選べ。　 44 　　 45 　（順不同）

①　サルや人などの哺乳類に多い。
②　産卵数が多く初期死亡率が高い。
③　水生無脊椎動物や魚類に多い。
④　産卵・産子数が少なく、親の保護がある。
⑤　鳥類やは虫類に多い。
⑥　水中で浮遊生活をする幼生期を持つ生物に多い。
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B　地球上には多様な生態系が存在し、生物間に多様性がみられることを生物多様性とい
う。この生物多様性は（4）種多様性、遺伝的多様性、生態系多様性の 3 つの視点が重要で
ある。種多様性は、種数の多さ、それぞれの種の個体数のかたよりの少なさで評価され
る。種数に影響を与える要因の一つに（5）かく乱がある。また、種が消失することを（6）絶
滅という。野生生物のうち、個体数が特に少なく、近い将来、絶滅のおそれのあるものを

（7）絶滅危惧種という。

問 5　文章中の下線部（ 4 ）の多様性とその特徴の組み合わせとして最も適当なものを、
次の①～④のうちから一つ選べ。　 46

多様性 特徴
① 種多様性 種の多様性が高いほど、生態系のかく乱への抵抗性は低い。
② 生態系多様性 生物は、異なる生態系に移動し生息することはできない。
③ 遺伝的多様性 個体群を構成する生物の遺伝子は、全て同一である。
④ 生態系多様性 多様な生態系が形成されると多くのニッチが生じ、多様な種

が生活できる。

問 6　文章中の下線部（ 5 ）に関する記述として誤っているものを、次の①～⑤のうちか
ら一つ選べ。　 47

①　かく乱には、台風や洪水など自然に生じるものと、森林伐採、農薬散布など人間
が引き起こすものがある。

②　かく乱も捕食と同様に、優占種を間引く効果がある。
③　里山は、雑木林の伐採や落ち葉集めなど人間による小規模なかく乱がなくなる

と、植生の遷移が進行し、結果として里山に生息する生物が減少する。
④　中規模かく乱説は、かく乱の強さや頻度が中規模の場合に生物群集中の種数が高

まることである。
⑤　大規模なかく乱が起きると、競争に強い種が生き残り、かく乱が小規模な場合

は、かく乱に強い種が生き残る。
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問 7　文章中の下線部（ 6 ）に関する記述として最も適当なものを、次の①～⑦のうちか
ら一つ選べ。　 48  

①　個体数が少ない集団においても、近交弱勢によって繁殖力や生存力を維持するこ
とで、絶滅を防ぐことができる。

②　生息地の面積が広いほど、種の絶滅の速度は大きい。
③　個体群が小さくなると、偶発的な要因による絶滅の危険性は低くなる。
④　個体群密度が低下すると、アリー効果も低下するが、出生率や生存率は変わらな

い。
⑤　メタ個体群では、ある個体群が絶滅しても、他からの移入によって再び個体群が

形成されることがある。
⑥　小さな個体群は、人口学的確率性の影響を受けない。
⑦　絶滅の渦とは、近交弱勢や有害な遺伝子が蓄積することを繰り返すことで、個体

群の適応度が上昇し、絶滅が加速することである。

問 8　文章中の下線部（ 7 ）の絶滅危惧種として適当なものを、次の①～⑦のうちから二
つ選べ。　 49 　　 50 　（順不同）

①　ディンゴ
②　シマフクロウ
③　アライグマ
④　ゾウアザラシ
⑤　カミツキガメ
⑥　ヤンバルクイナ
⑦　ヘラジカ


